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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   清泉幼稚園                      

  種 別 ■保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒051－0036 

      北海道室蘭市祝津町３－１０－７ 

  E-mail seisen@lilac.plala.or.jp 

  Website http://www16.plala.or.jp/seisens/ 

  児童生徒数  男子 ５３ 名   女子 ６５ 名  合計 １１８ 名 

        児童・生徒の年齢  歳～  歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

 

【毎年実施】 

 
＊ 国際理解  

 

【１２か月のあいさつ】 

 

低年齢ということもあり、教えられることにも限りがあるが、地球上には様々

な人種がいて、それぞれの文化と習慣で暮らしているということを毎年継続して

知らせている。 『世界の挨拶』も定着し、今年も、その月毎にひとつの国にタ

ーゲットを絞り、挨拶、文化、生活習慣、食べ物など、年齢によって解る範囲で

学んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊特に、年長児が、家で親子でその国のことを調べて、国旗を作ったり、その国

の『消防車』を毎月描いて来たり…と、とても興味を持って取り組んでいた。 

 

 

＊ 環境 

 

毎年、継続しているエコキャップ・リングプル収集も、すっかり定着。父母の

協力と、子どもたちがその都度持参して、入れ物に入れてくれる。 

今年は、ライオンズクラブとの提携で、エコキャップとリングプルは、ライオ

ンズクラブ代表の方に引き渡した。 

 

使い古しメガネ、切手、書き損じ葉書の収集も、低年齢児にはわかり易く協力

しやすいリサイクル＆支援活動だと感じている。 

ただ、普段から出るものではないので、年末の大掃除等で協力を呼びかける等、

親にも意識してもらえるような努力をし、１年に一度、こちらも、ユネスコやラ

イオンズなど関係機関に渡している。 

月 国 朝の挨拶 帰りの挨拶 お礼のことば 有名なもの（例） 

４月 日本 おはよう さようなら ありがとう スカイツリー・富士山 

５月 アメリカ グッドモーニング グッドバイ サンキュー 自由の女神・ハンバーガー 

６月 中国 ザオシャンハオ サイチェン シェイシェイ パンダ・中華料理 

７月 ペルー ブエノスディアス アディオス グラシアス ワイン・モアイ像 

８月 イタリア ブオンジョルノ アリイヴェデルチ グラーツィエ パスタ・ワイン 

９月 スイス グェタモールガ ウフヴィーデルアッカ メルスィー アルプスの少女ハイジ 

10月 ドイツ グーテンモルゲン アウフヴィーダーゼーエン ダンケシェ－ン ソーセージ・クラシック 

11月 フランス ボンジュール オウルヴォワール メルスィーボク エッフェル塔 

12月 オーストラリア グダイマーイ シーユー タッ コアラ・カンガルー 

１月 ハワイ アロハカカヒアカ アロハ マハロ リロ＆スティッチ 

２月 ロシア ドーブロエウートロ ダスウィダーニャ スパシィーバ コサックダンス・ピロシキ 

３月 エジプト スバハルヘイル マアッサラーマ シュクラン ピラミッド・ミイラ 
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今年も、洞爺の『９千年続くいのちの森作り』に 

職員が参加し、植林にも積極的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

＊ 伝統文化 

 

ハロゥイン、クリスマス、バレンタイン等、主に『えいごあそび』からの発展

で、外国の有名な行事に、みんなで参加することが多い。今年も、ハロゥイン週

間を皆楽しみにしていて、ジャッコランタンづくりに始まり、子どもたちのアイ

デアを親が形（衣装）にしたり、自分で工夫して小物を作ってくるなど楽しみな

体験行事となっている。 

 

また、今年も『歳末助け合いチャリティー演芸大会』での樽太鼓発表をはじめ、

餅つき等、日本の行事にも注目し、日本人としての『心』の育成も意識して取り

組みを進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 食育 

 

今年は、特に『食育』に力を入れ、春に自分たちで種をまき育て、夏の終わり

から秋にかけてたくさんの野菜・果物を収穫した。 

実際に自分で手掛け、種から成長を見守ることで、興味関心を持ち、野菜もしっ

かりと味わって食べることができていた。 

家で野菜を食べない子も、少しだけでも口に入れようとしたり、「みんなで食べる

と美味しいね。」「家のより美味しい！」等々、様々な効果が見られた。 

来年も、ぜひ、いろいろな野菜を育てていきたい。 

 

七夕 

ハロゥイン クリスマス 

樽太鼓 

（チャリティ演芸） 

もちつき 

文化体験例 

共同募金 

世界の国 
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＊ その他【今年度限定として】 

 

 

すっかり恒例となった室蘭市内のユネスコ・スクールが集まっての活動報告会

『ユネスコ・フォーラム』。 

今年は、室蘭市が、全道ユネスコ大会の会場となったこともあり、フォーラム

兼大会が、開かれた。 

本園の園児が、一番最初に発表することで会場の場が和み、とても優しい雰囲

気の中で進行されていけたと、道内のユネスコ会員の皆さまからたくさんの賞賛

の声を頂き、子どものパワーの素晴らしさを痛感した。 

また、園児も、同じユネスコ・スクールとして、中学校や高校の学生と触れ合

う機会を頂き、多くの刺激を受けているようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【毎年の活動】 

 
・エコキャップ・リングプル回収 →ワクチン・車椅子に 

・必要のなくなったメガネ回収 →外国で活用 

・使用済み切手 →コレクターが購入して収益は寄付 

・書き損じハガキ →郵便局で引き取ってもらい差額を寄付 

・歳末助け合い演芸大会出演＆歳末基金  

・国際基金（災害等） 

・世界の国について調べる（国旗・挨拶・文化など） 

・英語教育（英語とあそぼう♪） 

 

 

 

 

緑のカーテン 

（ころたん） 
大根収穫 ぶどう きゅうり 

赤カブ 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


